
巻 頭 言

「多文化共生」の落とし穴

　私と仲間たちは、「オルタナティヴ」な学びの場で「多文化共生的」な

コミュニティづくりの拠点として、慶應義塾大学三田キャンパスのほ

ど近くに、「三田の家」（2006年～）と「芝の家」（2009年～）を営んでいます。

そこは、日ごと、文字通り多種多様な人たち（大学関係者、地域の人々、ほか）

が出入りし、出会い、多種多様な出来事を生み出しています。

　先日、そこで、自分にとってはいまだに不可解な、おそらくご当人

にとってはあまり愉快でない出来事が起こりました。三田の家では、

誰でも料理を自由にできるのですが、それを（私にとって初対面の）ある

「人」にお願いしたのです。自ら料理が「マニアックな」ほど好きと言っ

たその「人」が作り出す品々は、ありきたりの食材にもかかわらず、お

そらく三田の家が始まって以来の、センス溢れるものでした。私は、

その「人」を、外見・服装・声などから無意識に判断して、「ボーイッシュ」

ながら「女性」と思い込み、第三者に「彼女は、」という言い方をしてし

まったのです。が、本人から「俺、『彼女』じゃないし…」と呟かれ、“し

まった、失礼した”と思いながらも、でもどう見ても「ボーイッシュな

女性」にしか見えず、「トランス セクシュアル（トランス ジェンダー？）」

な人なのか、単に外見が限りなく「ボーイッシュな女性」っぽい男性な

のか、本人に真偽を問いただすのももちろん失礼だし、謝りたくても

即座に何に対して謝っていいのかもわからず、ただただ料理を絶賛す

るにとどめ、「彼（女）」もその絶賛にまんざらでもない様子なのでした。

　「多文化共生」とは、口で言うのはたやすいですが、その「多」を形

づくる個々人の“特異性”と真に「共」に生きるには、粗暴な二項対立

的先入観に絡めとられることなく、さらに繊細な感性と心遣いが必要

なのだと、まざまざと思い知らされた次第です。
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